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協和株式会社（大阪府高槻市 代表取締役社長 ラジャン・シャルマ）

は、2026 年 10 月 1 日に家庭用水耕栽培機「Sarah+」シリーズに新色の

白色を追加し、より多様なインテリアに調和するラインアップとして販売

を開始いたします。従来の機能性はそのままに、より洗練された印象で、

キッチンやリビングに自然に溶け込むデザインへと進化しました。ハイポ

ニカは土での栽培や他社水耕栽培方式と比べて、植物の生育速度が 1.5～

2 倍速く、収量も 3～4 倍多く、品質が高い収穫が可能で、多くのユーザーから評価を受けています。生育条件

によりミニトマトで 1,000 個以上の収穫も可能です。 

＜商品特徴＞ 

① 家庭での栽培体験をより楽しくできるように、実のな

る野菜や葉もの野菜などさまざまな植物の水耕栽培

ができます。 

② 大容量サイズなので、安定して植物の根の環境が整

い、植物を大きくかつ早く栽培することが可能です。 

ホームハイポニカ Sarah+で育てたミニトマト→ 

 

＜ハイポニカⓇ水耕栽培について＞ 
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家庭用水耕栽培キット ホームハイポニカ Sarah+ に待望の新カラーが登場 

＜会社概要＞ 

【代表取締役社長】 ラジャン・シャルマ 

【設立】 1953 年 7 月 

【資本金】9,600 万円（グループ合計 33 億 3 千万円） 

【事業内容】プラスチック成型金型設計・製造・成型部品製造・販売 

水耕栽培ハイポニカの設計・製造・販売 

（ＵＲＬ）https://www.kyowajpn.co.jp/hyponica/ 

 

＜本件に対する問い合わせ＞ 

協和株式会社ハイポニカ事業本部 

清水孝一（しみず こういち） 

--------------------------------------- 

Email：hyponica@kyowajpn.co.jp 

TEL：072-685-1155 

フリーダイヤル：0800-888-8787 

協和（株）は 1962 年から水耕栽培の研究を開始。1966 年から国

内で水耕栽培プラントの販売を行っています。1985 年の筑波科学

万博では 1 株から 17,000 個の実をつけた【巨木トマト】を展示

し、この独自の栽培技術「ハイポニカⓇ」は国内外から多くの評価

を受けるようになりました。この技術を応用し、家庭用に開発した

水耕栽培キットが「ホームハイポニカ」シリーズとなっています。 

また、オリジナルのハイポニカ液体肥料は、あらゆる植物・生長段

階で同一濃度で使用できる、バランスの取れた配合が特長です。 

その使いやすさと確かな実績から、家庭での栽培からプロ農家、企

業まで、幅広く導入されています。 
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